
2016 年度 小委員会活動成果報告 
（2017 年 2 月 15 日作成） 

小委員会名 視環境設計小委員会 主 査 名：原 直也 
就任年月：2015 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

環境工学委員会 
（光環境運営委員会） 

委員長名：羽山 広文 
主 査 名：明石 行生 

設 置 期 間    2015 年 4 月  ～  2019 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・新たな LED・OLED時代に適合した昼光設計、明視設計や、明るさ感に基づく視環境設計

の要件、評価法や設計法の課題を体系的に整理し、新たな課題については WG を設置し

て組織的に整備することを目的とする。 

・2015年度:各 WGの活動内容と方針を議論する。 

・2016 年度:3‐4 年度に設置する新たな WG で取り組むべき活動方針を議論する。小委員

会及び WGの活動状況を踏まえてシンポジウムを開催する。 

・2017年度:各 WGの活動内容と方針を議論する。 

・2018年度:4年間の活動を取り纏めたシンポジウムを開催する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

主査：原 直也（関西大学） 

幹事：神農悠聖（大手前大学） 

委員：明石行生（福井大学大学院），秋月有紀（富山大学），細淵勇人（秋田県立大学）， 中

村芳樹（東京工業大学大学院），吉澤望（東京理科大学），井上容子（奈良女子大学），

岩田三千子（摂南大学），上谷芳昭（京都大学大学院），奥田紫乃（同志社女子大学），

加藤未佳（金沢工業大学），鈴木広隆（神戸大学大学院），大井尚行（九州大学大学

院），槙究（実践女子大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・昼光設計 WG：省エネルギーや健康性の観点から重要となる昼光設計のためのシミュレ

ーション技術の開発とその普及を目的としている。 

・明視設計 WG：明視のための設計手法の確立を目指し，主に不均一輝度視野での明視設

計手法について検討する。 

・薄明視 WG：眼球の光学特性に基づく高精度な網膜像の予測モデルの構築，網膜像・網

膜上の視細胞の分布・受容野のメカニズムに基づく周辺視野の順応の予測モデルの構

築を行い，それらをベースとして全視野の薄明視モデルを開発する。 

・輝度・色度設計 WG：輝度・色度を用いて屋内外の視環境設計を行う可能性を検討し，

可能であればツールを開発する。 

・明るさ感 WG：近年，重要性が認識され様々な照明設計の場で使用され始めた明るさ・

明るさ感指標の妥当性を学術的な場において検証する。 

2016 年度予算 92,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス：無 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        3 回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は除く） なし 

講習会 なし                   

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

１．シンポジウム「新世代の光環境 ヒューマンセントリックデザインと技術」（照明の

省エネルギー評価小委員会との共催） 
資料名：同上                       参加者数：127 名 

２．シンポジウム「“空間の明るさ”による照明設計の現状と課題」 
資料名：同上                       参加者数： 56 名 

大会研究集会 なし 
対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．WG 活動が活発に行われた。 
２．昼光設計 WG 及び明るさ感 WG の成果としてシンポジウムを開催した。 
３．2017 年度に新たに設置する WG の活動方針を議論した。 

委員会活動の問題点 
・課題 １．なし 

 



 

環境工学委員会用 自己評価欄 

 

2016 年度 小委員会活動 自己評価 
 

(中間年度評価) 
 

総合評価 
(4 段階評価) 

A B C D  

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

2016 年度の活動計画として挙げた以下の点を実施できた。 
 
・WG 活動の成果として、シンポジウムを２回開催した。 
 ①2017 年 2 月 17 日（金）に、昼光設計 WG が、照明の省エネルギー評価小委

員会と共同でシンポジウム「新世代の光環境 ヒューマンセントリックデザイン

と技術」を開催。 
②2017 年 2 月 23 日（木）に、明るさ感 WG がシンポジウム「“空間の明るさ”

による照明設計の現状と課題」を開催。 
 
・その他 WG の活動成果を公表する場として、2017 年度以降にシンポジウムを

企画しており、開催時期等について検討した。 
 
・2017‐2018年度に設置する WGについて検討し、活動方針を議論した。 
 

 総合評価は 4 段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。 
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、

小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。 
A 評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B 評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C 評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D 評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。 

 


